
広報広報

No.144No.144

12月号12月号
20172017



広報きたかた　2017. 12　②

　

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た

め
、福
島
県
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る「
健

康
に
良
い
こ
と
を
実
行
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
り
、特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
事
業
」で
す
。市
内
に
住
所
が
あ
る
18
歳

以
上
の
方（
高
校
生
を
除
く
）な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

健
康
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ら
、ど
ん
な

こ
と
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

ま
ず
、毎
日
の
目
標
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、毎
日
体
重
を
測
る
と
か
、寝
る
前

に
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
な
ど
、健
康
の
た
め

に
自
分
で
無
理
な
く
続
け
ら
れ
そ
う
な
こ

と
や
、し
て
み
た
い
こ
と
を
目
標
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
職
場
や
市
の
健（
検
）診
を
受
診

し
た
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
」な
ど
で
も
ど
ん
ど
ん
ポ
イ
ン
ト
が

貯
ま
り
ま
す
し
、「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

家
族
や
友
人
に
紹
介
す
る
」こ
と
も
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

福
島
県
内
の
協
力
店
で
カ
ー
ド
を
提
示

す
る
と
お
店
独
自
の
特
典
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る「
ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー
ド
」が
発

行
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
当
た
る
福
島
県
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
で
き
ま
す
。

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

は
じ
め
て
み
よ
う

　

簡
単
な
こ
と
か
ら

は
じ
め
て
み
よ
う

　

簡
単
な
こ
と
か
ら

「
き
ら
り
喜
多
方
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

っ
て
な
に
？

健
康
に
良
い
こ
と
っ
て
、ど
ん
な
こ
と

を
す
れ
ば
い
い
の
？

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
と
ど
ん
な
特
典
が

受
け
ら
れ
る
の
？

参加者の声

飯澤　幸枝さん

〈
き
っ
か
け
〉

　

健
康
で
は
あ
り
ま
す
が
、体
力
に
自

信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。広
報
紙
と

一
緒
に
届
い
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

の
チ
ラ
シ
を
見
る
と
、健
康
目
標
の
例

が
簡
単
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、こ
の
く

ら
い
な
ら
で
き
る
か
も
と
思
い
、始
め

て
み
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

〈
目
標
設
定
〉

　

夫
が
毎
日
血
圧
測
定
し
て
い
る
の

で
、一
緒
に
測
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、

血
圧
測
定
と
体
重
測
定
の
２
つ
を
目

標
に
し
ま
し
た
。

　

買
い
物
に
行
く
時
な
ど
は
、歩
い
た

り
、ち
ょ
っ
と
遠
回
り
し
た
り
と
、健

康
を
気
に
か
け
て
は
い
ま
し
た
が
、健

康
ポ
イ
ン
ト
を
始
め
た
こ
と
で「
何
か

や
ら
な
き
ゃ
」と
改
め
て
意
識
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
点
が
参
加
し

て
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

〈
こ
れ
か
ら
〉

　

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
の
健
康
診
査
を

受
診
し
て
い
た
の
で
、１
カ
月
く
ら
い

で
ノ
ー
マ
ル
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、１
つ
上
の
シ
ル
バ
ー

カ
ー
ド
を
目
指
し
て
、健
康
づ
く
り
の

た
め
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

体
重
測
定
や
健
診
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る「
き
ら
り
喜
多
方
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」で
楽
し
み
な
が
ら
、健
康
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
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きらり喜多方健康ポイント事業 

市功労者表彰／秋の叙勲 

市の財政状況
 
水道事業の業務状況

非核平和のまち　作文・習字コンク
ール　入賞作品紹介  

健康だより

拓け喜多方　まなびのトビラ
（生涯学習だより）
                                
喜多方フォトニュース

情報ステーション
補助・支援

募集／みんべぇ号からのお知らせ

お知らせ

税／年金／ふるさと納税

市民と市長の談話室対話内容

喜多方市発明展表彰

納税標語コンクール　入選作品紹介

子ども議会

除雪にご協力をお願いします
30・10 運動

相談／休日当番医／献血

美術館／図書館

ふるさとの遺産／人口

広報きたかた　2017. 12　③

きらり喜多方健康ポイント事業参加方法
①初めに、「台紙」を手に入れます。 
　台紙は、保健課または各総合支所住民課で配布して
います。市ホームページからダウンロードすることも
できます。 
 
②台紙に目標を２つ記入します。 
　自分の健康のために毎日、取り組みたいことを設定
しましょう。

 
  
③目標を実行できたら○、実行できなかったら×を記
入します。また、健（検）診の受診や、ウォーキングイベ
ントなど健康づくり活動メニューに参加したら台紙
に記録します。

 
④3,000ポイントが貯まったら、記入した台紙を添付
し、「ふくしま健民カード」の交付申請をします。健民
カードとプレゼント応募ハガキを受け取ります。

 
⑤協力店でカードを提示して特典を受けよう！
　応募ハガキでプレゼントをゲットしよう! 
　さらに、継続してポイントを貯めてカードをランク
アップさせましょう。プレゼントキャンペーンの商品
もランクアップします。 
※料金割引などが受けられる協力店は県内1,300店舗 
　以上、市内は38店舗（11月現在） 
　　保健課　健康推進室☎（24）5223 
または各総合支所住民課　市民サービス班
問

ラジオ体操を
毎日やるぞ！

塩分の摂りすぎ
に注意しよう！

桜ウォークに
参加したから、
200ポイント
記入できるね

ふくしま健民カード
（ノーマルカード）

3,000ポイントで交付されます。

カード種類

ノ ー マ ル

シ ル バ ー

ゴ ー ル ド

プ ラ チ ナ

ダイヤモンド

ポイント数

3,000 

6,000 

10,000 

20,000 

50,000 



広報きたかた　2017. 12　④

　

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
労
者
に
贈

ら
れ
る
市
表
彰
の
今
年
度
の
受
賞
者
が
決

ま
り
、表
彰
式
が
11
月
13
日
、喜
多
方
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。受
賞
者
は
自
治
功

労
の
ほ
か
教
育
文
化
功
労
な
ど
４
部
門

で
、21
の
個
人
・
団
体
で
、式
典
に
は
関
係

者
な
ど
約
１
１
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

唐
橋
幸
市
郎
表
彰
選
考
委
員
会
会
長
が
選

考
結
果
を
報
告
し
、市
長
か
ら
受
賞
者
一

人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
あ
と
受
賞
者
を
代
表
し
、佐

藤
昭
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

◆
多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長
と
し
て
市
政

　

進
展
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
文
化
協
会
の
要
職
に
就

　

か
れ
文
化
の
振
興
に
貢
献

佐
藤　
　

昭
さ
ん

（
上
町
西
区
）

原　
　

昭
子
さ
ん

（
熱
塩
加
納
町
半
在
家
）

竹
内　
　

勇
さ
ん

（
栄　

町
）

古
川　
　

力
さ
ん

（
熱
塩
加
納
町
川
原
鉱
山
）

菅
井　

光
信
さ
ん

（
熱
塩
加
納
町
御
林
）

山
崎  

三
枝
子
さ
ん

（
豊
川
町
高
吉
二
区
）

山
﨑　

信
子
さ
ん

（
花
園
町
）

荒
明　
　

毅
さ
ん

（
高
郷
町
川
井
）

林　

健
一
郎
さ
ん

（
塩
川
町
金
森
）

◆
多
年
に
わ
た
り
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　

の
要
職
に
就
か
れ
男
女
共
同
参
画
社
会

　

の
推
進
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
協
議
会
の
要

　

職
に
就
か
れ
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献

市
功
労
者
を
表
彰

自
治
功
労
な
ど　

個
人
・
団
体
が
受
賞

自　

治　

功　

労

教
育
文
化
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

◆
多
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員
と
し
て

　

住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献



広報きたかた　2017. 12　⑤

江
花　

清
雄
さ
ん

（
千
葉
県
）

猪
俣　

二
郎
さ
ん（
東
京
都
）

渡
部　
　

渉
さ
ん（
栃
木
県
）

◆
本
市
蔵
文
化
の
象
徴
で
あ
る
旧
甲
斐
家

　

蔵
住
宅
を
寄
贈

甲
斐　

岳
夫
さ
ん

（
会
津
若
松
市
）

宮
村　

泰
明
さ
ん

（
千
葉
県
）

会
津
喜
多
方

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

株
式
会
社
大
英
設
備

（
千
葉
県
）

平
田　

義
一
さ
ん

（
関
柴
町
下
勝
）

猪
俣　

孝
司
さ
ん

（
熱
塩
加
納
町
日
中
）

佐
藤　

忠
孝
さ
ん

（
関
柴
町
平
林
）

◆
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会
の
要
職
に

　

就
か
れ
交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
貢
献

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

◆
多
年
に
わ
た
り
安
全
運
転
管
理
者
協
会

　

の
要
職
に
就
か
れ
交
通
安
全
思
想
の
普

　

及
に
貢
献

鈴
木　

一
郎
さ
ん

（
関
柴
町
中
里
）

◆
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
事
業
主
会
の

　

要
職
に
就
か
れ
交
通
安
全
思
想
の
普
及

　

に
貢
献

善　
　

行

◆
本
市
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
と
し
て

　

多
額
の
金
員
を
寄
附

◆
本
市
美
術
館
の
更
な
る
充
実
の
た
め
多

　

額
の
金
員
を
寄
附

◆
日
中
線
記
念
自
転
車
歩
行
者
道
の
Ｓ
Ｌ

　

機
関
車
お
よ
び
鉄
柵
な
ど
の
塗
装
工
事

　

を
寄
贈
し
、
施
設
の
維
持
お
よ
び
観
光

　

の
振
興
に
貢
献

◆
本
市
に
教
育
振
興
の
た
め
多
額
の
金
員

　

を
寄
附

問

総
務
課　
行
政
係
☎（
24
）５
２
０
４

秋の叙勲　受章者

小汲　喜郎さん
（88）
下町北部

板橋　　正さん
（65）
山都町藤沢

新国　　武さん
（71）
塩川町高木

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
保

　

健
衛
生
の
向
上
に
貢
献

鈴
木  

不
二
夫
さ
ん

（
新
仲
町
）

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

　

昭
和
30
年
か
ら
小
汲
歯
科
医
院

で
、第
一
小
学
校
な
ど
の
学
校
歯
科

医
を
51
年
務
め
、地
域
の
歯
科
衛
生

に
尽
力
し
た
。

　

昭
和
46
年
に
旧
山
都
町
消
防
団
に

入
団
。市
消
防
団
副
団
長
で
退
団
す

る
ま
で
の
45
年
間
、地
域
の
安
全
を

守
っ
た
。

　

昭
和
41
年
に
塩
川
郵
便
局
に
採

用
。坂
下
郵
便
局
長
を
退
職
す
る
ま

で
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
郵
便
局
を
目

指
し
て
汗
を
流
し
た
。



広報きたかた　2017. 12　⑥

　

年
２
回
、市
の
財
政
状
況
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

平
成
29
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

予
算
の
執
行
状
況（
平
成
29
年
９
月
30
日

現
在
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
の
収
入
と

支
出
の
状
況（
繰
越
金
を
含
む
）は
、９
月

末
現
在
で
予
算
総
額
２
７
６
億
９
６
２
２

万
円
に
対
し
、収
入
率
が
43
・
２
％（
収
入

済
額
１
１
９
億
７
１
９
５
万
円
）、執
行
率

が
35
・
６
％（
支
出
済
額
98
億
６
０
５
１

万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
よ
う
計
画
的
、効
率
的
な
財
政
運
営

に
努
め
、市
の
将
来
の
都
市
像
で
あ
る「
力

強
い
産
業　

人
が
輝
く　

活
力
満
ち
る
安

心
・
快
適
な
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
た
諸

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

《
用
語
の
意
味
》 

一
般
会
計 

　

主
に
福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な
ど

の
地
方
公
共
団
体
が
基
本
的
な
施
策
を
行

う
た
め
の
会
計
で
す
。施
策
を
行
う
た
め

の
収
入
に
は
、市
税
・
地
方
交
付
税
・
国

庫
支
出
金
な
ど
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

特
別
会
計 

　

特
定
の
収
入
を
も
っ
て
特
定
の
施
策
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で

す
。一
般
会
計
が
市
税
な
ど
を
収
入
と
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、介
護
保
険
料
や
国

民
健
康
保
険
税
、下
水
道
使
用
料
な
ど
を

収
入
と
し
て
い
ま
す
。 

　

会
計
は
単
一
で
経
理
を
す
る
の
が
理
想

的
で
す
が
、行
政
活
動
は
広
範
で
多
岐
に

わ
た
る
た
め
、特
定
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

特
別
会
計
を
設
置
す
る
こ
と
で
施
策
や
資

金
運
用
の
状
況
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。 

繰
越
金 

　

当
該
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見

込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、例
外
的
に

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。 

市　

債 

　

建
設
事
業
な
ど
の
財
源
を
調
達
す
る
た

め
に
行
う
長
期
の
借
金
で
す
。市
役
所
庁

舎
の
建
て
替
え
や
学
校
の
耐
震
化
、道
路

や
上
・
下
水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
、政
府

資
金
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
て
い
ま

す
。施
設
は
、何
十
年
も
使
う
も
の
で
、今
、

税
金
を
納
め
て
い
る
世
代
の
人
だ
け
で
な

く
、広
い
世
代
に
分
け
て
、少
し
ず
つ
負
担

し
て
い
く
こ
と
が
公
平
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
た
め
、長
期
に
わ
た
り
返
済
し
ま
す
。 

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　

財
政
課　
財
政
係
☎（
24
）５
２
１
３

問

９
月
末
現
在
の
一
般
会
計
収
入
率
は
43
・
２
％
、
執
行
率
は
35
・
６
％

市債（市の借り入れの状況）
市債総額：３６１億２,０１３万円

下水道事業特別会計
79億4,215万円

一般会計
243億2,786万円

水道事業会計
26億286万円

塩川駅西土地区画整理事業特別会計
1億2,035万円

農業集落排水事業特別会計
11億2,691万円

平成29年度各会計の執行状況 (９月末現在 ) 単位：万円

会 計 区 分 予算額
収入済額 収入率
支出済額 執行率

一 般 会 計

特

別

会

計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

公有林整備事業特別会計

工業団地造成事業特別会計

塩川駅西土地区画整理事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

駒形財産区特別会計

一ノ木財産区特別会計

早稲谷財産区特別会計

276億9,622

68億9,967

5億3,130

56億5,525

1,667

1億4,510

5,606

2億1,012

15億122

1,444

3,957

1,903

119億7,195
98億6,051
23億6,493
28億88
1億5,677
1億5,421
23億7,915
22億781

315
203
0
0

2,011
2,854
1,299
8,106
9,499

5億5,381
1
5
0
5
0
5

43.2％
35.6％
34.3％
40.6％
29.5％
29.0％
42.1％
39.0％
18.9％
12.2％
0.0％
0.0％
35.9％
50.9％
6.2％
38.6％
6.3％
36.9％
0.1％
0.3％
0.0％
0.1％
0.0％
0.3％



広報きたかた　2017. 12　⑦

　

市
水
道
事
業
で
は
年
２
回
、水
道
事
業

の
経
理
状
況
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。今
回
は
、平
成
29
年
度
水
道
事
業

会
計
の
９
月
末
現
在
の
経
理
状
況
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

損
益
勘
定
で
は
、調
定
率
が
45
・
３
％

（
調
定
額
５
億
４
９
４
４
万
円
）、執
行
率

29
・
０
％（
執
行
額
３
億
３
４
５
４
万
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、法
律
で
独
立
採

算
制
を
基
本
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、維
持
管
理
費
、修
繕
費
な
ど
の
経
費

は
、利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
料
金

に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
安
定
的
に
水
道
水
を
供
給
し
て
い

く
た
め
、施
設
の
維
持
管
理
お
よ
び
建
設
・

改
良
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
、経
費
の
節

減
と
効
率
的
な
業
務
運
営
に
よ
り
、一
層

の
経
営
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
水
道
水
の
供
給
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　

水
道
課　
業
務
係
☎（
22
）１
５
６
１

◆
送
配
水
管
の
建
設
、改
良
工
事
完
了
分

①
入
田
付
地
区
に
新
た
に
給
水
す
る
た
め

の
送
配
水
管
の
一
部
を
布
設
し
ま
し
た
。

②
東
四
ツ
谷
地
内
に
お
い
て
、公
共
下
水

道
工
事
に
伴
い
支
障
と
な
っ
た
配
水
管
の

布
設
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

③
高
郷
町
地
割
地
内
に
お
い
て
、市
道
改

良
工
事
に
伴
い
支
障
と
な
っ
た
送
配
水
管

の
布
設
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

水
道
課　
工
務
係
☎（
22
）１
５
５
６

平成29年度　経理状況  (９月末現在)
■収益的収入および支出(損益勘定) 単位：万円

収

入

区 分 予算額 調定額 調定率
営 業 収 益 10 億1,014 5 億3,474 52.9％
営 業 外 収 益 2 億 339 1,470 7.2％
特 別 利 益 10 0 0.0％

計 12 億1,363 5 億4,944 45.3％

支

出

区 分 予算額 執行額 執行率
営 業 費 用 10 億7,158 3 億327 28.3％
営 業 外 費 用 7,665 3,062 39.9％
特 別 損 失 300 65 21.7％
予 備 費 300 0 0.0％

計 11 億5,423 3 億3,454 29.0％

■資本的収入および支出(資本勘定) 単位：万円

収

入

区 分 予算額 調定額 調定率
企 業 債 4 億 0 0.0％
出 資 金 1 億5,962 4,155 26.0％
補 助 金 7,600 0 0.0％
負 担 金 4,009 742 18.5％
繰 入 金 22 0 －

計 6 億7,593 4,897 7.2％

支

出

区 分 予算額 執行額 執行率
建 設 改 良 費 9 億3,541 3,489 57.2％
固定資産購入費

5 億
544 173 31.8％

企業債償還金 3 億4,069 1 億6,931 49.7％
予 備 費 300 0 0.0％

計 12 億8,454 7 億 593 55.0％

平
成
29
年
度
事
業
中
間
報
告

水
道
事
業（
公
営
企
業
）の
業
務
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問

冬期は認定（推定）料金

冬期間は水道管の凍結に注意しましょう

　冬期間は積雪により検針ができませんので、認定（推定）
料金となります。期間は一部の地域を除き12月から翌年２
月までで、積雪量により延長する地域もあります。12月か
らは認定（推定）料金でいただきますが、実際に使用された
分との差額は３月以降の検針結果に基づき精算しますの
で、ご理解とご協力をお願いします。 
　３月中旬からは、メーター付近の除雪にご協力くださ
い。なお、冬期間の検針を希望される方は水道課まで申し
出てください。この場合、検針日間近になりましたら除雪
をお願いします。

　冬期間は、低温による凍結で水道管や蛇口の破損などが
起こりやすいので、もう一度水抜栓の操作や電熱線の電源
を確認してください。 
　入院などで長期間留守にする時は、凍結破損による漏水
が原因で多額の水道料金となる場合がありますので、必ず
水道中止の手続きをしてください。水道中止の手続きの連
絡は、水道課お客さまセンターにお願いします。
　　水道課　お客さまセンター ☎（22）1507問

資本勘定：施設の建設改良に関する投資的な収入と支出で、将来の
経営活動の基礎となり、収益に結びついていくものをいいます。 

損益勘定：経営活動によって発生するすべての収入と支出で、資本
勘定以外のものをいいます。 

問
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市
内
の
小
中
学
校
か
ら
、小
学
校
１
・

２
年
生
の
部
５
４
５
点
、３
・
４
年
生
の

部
１
６
６
点
、５
・
６
年
生
の
部
２
１
９

点
、中
学
生
の
部
１
３
４
点
の
応
募
が
あ

り
、審
査
の
結
果
、16
人
の
入
賞
者
を
決
定

し
、10
月
19
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
受
賞
結
果
お
よ
び
受
賞
作
品

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調
整
係

☎（
24
）５
２
０
９

問 第９回「非核平和のまち」
作文・習字コンクール

【
習
字（
硬
筆
）１
・
２
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　
山
口　

詩
乃
さ
ん（
塩
川
小
２
年
）

優　
秀　
賞　
園
部　

ゆ
め
さ
ん（
加
納
小
２
年
）

優　
秀　
賞　
鷲
頭　

美
咲
さ
ん（
松
山
小
２
年
）

優　
秀　
賞　
吉
川　

日
彩
さ
ん（
豊
川
小
２
年
）

【
習
字（
毛
筆
）３･

４
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　
吉
田　
　

響
さ
ん（
第
二
小
４
年
）

優　
秀　
賞　
園
部
あ
お
い
さ
ん（
加
納
小
４
年
）

優　
秀　
賞　
長
澤　

志
薗
さ
ん（
豊
川
小
４
年
）

優　
秀　
賞　
山
口　

真
弥
さ
ん（
豊
川
小
４
年
）

【
習
字（
毛
筆
）５
・
６
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　
佐
藤　

聖
桜
さ
ん（
第
一
小
６
年
）

優　
秀　
賞　
佐
藤　

愛
桜
さ
ん（
第
一
小
６
年
）

優　
秀　
賞　
菊
地　

美
桜
さ
ん（
第
二
小
５
年
）

優　
秀　
賞　
遠
藤  

真
菜
美
さ
ん（
熱
塩
小
５
年
）

第９回「非核平和のまち」
作文・習字コンクール
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私
が
産
ま
れ
た
日
は
、８
月
９
日
で
す
。こ
の
日
は
、今

か
ら
72
年
前
に
長
崎
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
日
で
す
。

　

私
は
、一
昨
年
、何
気
な
く
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、長

崎
の
鐘
と
、お
祈
り
し
て
い
る
た
く
さ
ん
の
人
々
が
画
面

に
映
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
時
、私
の
誕
生
日
の
日
に
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
な
ん
て
、思
い
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

テ
レ
ビ
を
見
終
わ
っ
た
後
、祖
父
に
原
爆
と
戦
争
の
こ
と

を
教
え
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

祖
父
は
、約
10
年
前
、長
崎
に
行
き
ま
し
た
。記
念
館
に

は
当
時
の
写
真
が
あ
り
、見
る
に
無
残
な
光
景
だ
っ
た
そ
う

で
す
。中
に
は
、体
が
焼
け
た
だ
れ
た
写
真
、焼
け
た
街
並
み

が
写
る
写
真
も
あ
り
、祖
父
は
心
を
痛
め
た
そ
う
で
す
。

　

祖
父
の
戦
争
体
験
も
聞
き
ま
し
た
。祖
父
の
５
歳
上
の

兄
は
、予
科
練
に
入
隊
し
て
い
ま
し
た
。な
の
で
、戦
争
が

も
っ
と
長
引
い
て
い
た
ら
特
攻
隊
員
に
な
り
戦
死
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
と
、祖
父
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。長

引
か
な
い
で
良
か
っ
た
で
す
。祖
父
の
兄
は
助
か
っ
た
の

で
す
が
、実
際
、特
攻
隊
に
な
り
、命
を
落
と
し
た
者
も
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。私
は
、自
分
の
命
を
犠
牲
に
し
て
ま
で

国
の
た
め
に
や
る
の
は
、前
途
あ
る
少
年
に
と
っ
て
と
て

も
悲
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、祖
父
が
小
学
校
３
年
生
の
時
、家
族
は
み
ん
な
満

州
に
行
っ
て
し
ま
い
、祖
父
だ
け
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
元
へ
５
年
間
も
残
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
時
代

は
、今
で
は
当
た
り
前
の
電
話
も
メ
ー
ル
も
無
い
の
で
手

紙
し
か
家
族
と
の
連
絡
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。と

て
も
寂
し
か
っ
た
と
切
な
さ
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。私
だ
っ
た
ら
、５
年
間
一
度
も
会
え
ず
、離
れ
ば
な
れ

で
い
る
の
は
、と
て
も
悲
し
く
て
、耐
え
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。戦
時
中
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、家
族
と
離
れ
ば
な
れ
で

暮
ら
す
子
供
達
は
多
く
い
ま
し
た
。と
て
も
悲
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、戦
争
で
は
不
幸
に
な
る
人
ば
っ
か
り
な

ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。広
島
と
長
崎
で
落
と
さ
れ
た
原

爆
で
は
、５
年
間
で
計
60
万
人
も
亡
く
な
り
ま
し
た
。戦
争

で
尊
い
命
が
た
く
さ
ん
奪
わ
れ
ま
し
た
。今
で
も
、そ
の
時

の
被
爆
で
亡
く
な
る
方
も
い
ま
す
。戦
争
は
、だ
れ
も
幸
せ

に
な
ら
な
い
。今
回
、祖
父
の
話
を
聞
い
た
り
、調
べ
た
り

し
た
こ
と
で
良
く
分
か
り
ま
し
た
。私
が
大
人
に
な
る
時

は
き
っ
と
、戦
争
の
経
験
を
し
た
人
が
少
な
く
な
る
で

し
ょ
う
。な
の
で
、今
、私
達
に
で
き
る
こ
と
は
後
世
に
伝

え
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
た
く
さ
ん
広
め
て
い
け
れ
ば
い

い
で
す
。

【
作
文
の
部
】

最
優
秀
賞　
「
私
が
産
ま
れ
た
日
」

鈴
木　

凜
乃
さ
ん（
第
二
中
２
年
）
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皆
さ
ん
は
、リ
メ
ン
バ
ー
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
と
い
う
言

葉
の
意
味
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。こ
れ
は
、真
珠
湾
攻
撃
を

忘
れ
る
な
、と
い
う
意
味
で
す
。こ
の
言
葉
が
生
ま
れ
た
の

は
、１
９
４
１
年
12
月
８
日
の
真
珠
湾
攻
撃
が
き
っ
か
け

で
す
。当
時
の
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
対
立
中
で
あ
り
、経
済

や
貿
易
を
封
鎖
さ
れ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
日
本
は
、ア
メ

リ
カ
の
戦
力
を
叩
く
た
め
に
真
珠
湾
を
攻
撃
し
た
の
で

す
。さ
ら
に
、ア
メ
リ
カ
へ
の
宣
戦
布
告
の
通
達
が
遅
れ
、

「
卑
怯
だ
」「
だ
ま
し
討
ち
だ
」と
、怒
り
を
倍
増
さ
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、太
平
洋
戦
争
の
口
火
が

切
ら
れ
、リ
メ
ン
バ
ー
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
と
い
う
言
葉
が

生
ま
れ
ま
し
た
。当
時
の
日
本
軍
が
や
っ
た
こ
と
に
、ア
メ

リ
カ
は
悲
し
み
、憎
し
み
、激
怒
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。　

　

し
か
し
、ア
メ
リ
カ
軍
も
日
本
に
、永
遠
に
消
え
な
い
傷

跡
を
残
し
ま
し
た
。１
９
４
５
年
８
月
６
日
ア
メ
リ
カ
軍

は
広
島
市
に
原
子
爆
弾
と
い
う
核
兵
器
を
投
下
し
ま
し

た
。そ
の
被
害
は
と
て
も
大
き
く
、56
万
人
が
被
爆
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
、真
珠
湾
攻
撃
と
原

子
爆
弾
投
下
に
よ
っ
て
、傷
つ
け
合
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

被
害
者
の
人
々
の
心
の
傷
は
、消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。実
際
に
、原
子
爆
弾
の
被
爆
者
は
、ガ
ン
な
ど
の
後
遺

症
で
今
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。ど
う
す
れ
ば
こ
の
傷
は
癒

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
６
年
12
月
28
日
、真
珠
湾
攻
撃
で
撃
沈
さ
れ
た
、

戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
の
上
に
建
て
ら
れ
た
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館

で
、オ
バ
マ
大
統
領
と
安
倍
首
相
は
、ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま

し
た
。平
和
へ
の
希
求
、和
解
の
力
、不
戦
の
誓
い
な
ど
、未

来
へ
向
け
て
の
両
国
の
絆
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
内
容
で

し
た
。

　

一
方
、約
７
カ
月
前
の
２
０
１
６
年
５
月
27
日
、オ
バ
マ

大
統
領
は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
と
し
て
初
め
て
広

島
を
訪
れ
ま
し
た
。慰
霊
碑
の
前
で
、核
兵
器
の
廃
絶
と
平

和
の
大
切
さ
を
訴
え
る
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
真
珠
湾
、

終
わ
る
き
っ
か
け
の
広
島
が
75
年
の
時
を
越
え
、平
和
へ

と
進
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。和
解
す
る
力
で
平
和

へ
の
希
求
を
し
、二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
と
、傷
つ
い
て
い
る
人
、戦
争
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
人
に
届
い
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

リ
メ
ン
バ
ー
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
。こ
の
言
葉
は
、太
平
洋

戦
争
の
悲
劇
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。し
か
し
、こ
れ
か
ら
は

そ
れ
と
共
に
、平
和
へ
の
希
求
、希
望
を
思
い
出
し
て
も
ら

え
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。オ
バ
マ
大
統
領
と
安
倍
首
相

の
気
持
ち
が
世
界
へ
広
ま
り
、平
和
な
世
界
に
な
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、８
時
15
分
に
広
島
、そ
し
て
８

月
９
日
、11
時
９
分
に
長
崎
に
世
界
で
初
め
て「
原
子
爆

弾
」が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。原
爆
投
下
に
よ
っ
て
、で
き
た

き
の
こ
雲
の
下
の
人
々
は
一
瞬
で
熱
風
に
包
ま
れ
そ
の
後

多
く
の
人
々
が
苦
し
み
死
ん
で
い
き
ま
し
た
。日
本
は
こ

れ
以
降
、「
非
核
三
原
則
」を
掲
げ
世
界
か
ら
核
兵
器
を
無

く
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、今
の
世
界
の
現
状
を
見
て
み
る
と
、日
本
と
の

関
わ
り
が
深
い
ア
メ
リ
カ
や
隣
の
国
で
あ
る
北
朝
鮮
な
ど

で
は
核
兵
器
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
常
備
さ
れ
て
い
ま

す
。日
本
の
よ
う
に
自
ら
核
兵
器
を
持
た
な
い
国
よ
り
も

核
兵
器
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
常
備
し
て
い
る
国
の
方
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。私
は
歴
史
の
授
業
で
２
度
の
世
界

大
戦
と
日
本
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。２
度
の
世
界
大
戦

が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
ど
ち
ら
と
も
さ
さ
い
な
こ
と
が

争
い
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。争
い
が
起
き

た
時
点
で
し
っ
か
り
と
両
国
が
争
い
を
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、大
き
な
被
害
を
出
し
た
２
度
の
大
戦
を
し
な

く
て
も
済
ん
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、当
時
の
人
々
は
争

い
が
起
き
た
時
点
で「
戦
争
を
す
る
し
か
な
い
」と
い
う
考

え
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
、多
く
の
被
害
者
を

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。私
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
時
、

優
秀
賞  

「
リ
メ
ン
バ
ー
パ
ー
ル
ハ
ー

　
　
　
　

バ
ー
で
平
和
な
世
界
へ
と
」

玉
木　

涼
子
さ
ん（
第
一
中
３
年
）

優
秀
賞  
「
世
界
平
和
の
た
め
に

　
　
　
　

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

五
十
嵐　

雪
菜
さ
ん（
第
一
中
３
年
）
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「
ど
う
し
て
話
し
合
い
で
解
決
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。」と
、疑
問
が
浮
か
び
ま
し
た
。で
も
、よ
く
考
え
て
み

る
と
身
近
に
起
き
て
い
る
犯
罪
で
は「
気
に
入
ら
な
か
っ

た
か
ら
殺
し
た
。」「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
か
ら
殴
っ

た
。」な
ど
の
自
分
勝
手
な
理
由
で
殺
人
事
件
な
ど
の
傷
害

事
件
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
戦
争
が
起

こ
る
き
っ
か
け
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、「
あ
の
国
に
皇
太

子
夫
人
を
暗
殺
さ
れ
た
。あ
の
国
と
戦
争
し
よ
う
。」と
、い

う
風
に
、簡
単
に
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。戦
争
が
起
き
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
は
、戦
争
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る

要
因
を
目
の
前
に
し
た
と
き
、相
手
の
立
場
に
立
ち
冷
静

に
判
断
を
す
れ
ば
、戦
争
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。相
手
の
立
場
に
立
ち
冷
静
に

物
事
を
判
断
す
る
こ
と
は
、私
た
ち
の
身
の
周
り
の
現
実

に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

戦
争
は
人
が
原
因
で
起
こ
る
出
来
事
で
一
番
最
低
で
残

酷
な
行
為
で
す
。私
た
ち
の
国
、日
本
で
は
、戦
争
を
経
験

し
て
き
た
人
々
の
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。戦
争

を
経
験
し
て
き
た
人
々
か
ら
戦
争
の
残
酷
さ
、そ
し
て
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、戦
争
を
起

こ
さ
ず
に
済
む
方
法
を
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
へ
向
け
て
後

世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。日
頃
の
人
間

関
係
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
直
す
こ
と
が「
世
界
平
和
」

へ
の
一
歩
で
あ
り
、一
番
の
近
道
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

１
９
４
５
年
８
月
15
日
、終
戦
。こ
の
日
、長
く
続
い
た

戦
争
が
幕
を
閉
じ
た
。こ
の
背
景
に
は
、ヒ
ロ
シ
マ
と
ナ
ガ

サ
キ
へ
の
原
爆
投
下
が
あ
る
。

「
原
爆
を
投
下
し
た
お
か
げ
で
、こ
の
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
。」

私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
何

万
人
、何
十
万
人
の
人
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
い
は
ず
が
な

い
。国
の
名
誉
や
地
位
の
た
め
に
一
般
人
が
犠
牲
に
な
っ

て
い
い
は
ず
が
な
い
。唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、私
達
は
原

爆
の
怖
さ
や
戦
争
の
悲
劇
を
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、私
は
思
う
。

　

最
近
、ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
目
に
す

る
。各
国
で
今
も
起
こ
っ
て
い
る
紛
争
、核
爆
弾
や
核
ミ
サ

イ
ル
の
製
造
、打
ち
上
げ
。こ
ど
も
が
兵
士
と
し
て
戦
場
に

行
っ
た
な
ど
と
い
う
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
た
。私
は

今
ま
で

「
戦
争
は
過
去
の
出
来
事
。」

「
日
本
で
は
絶
対
戦
争
は
起
こ
ら
な
い
。」

と
思
い
込
ん
で
い
た
。だ
が
し
か
し
、決
し
て
そ
う
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。私
も
大
人
に
な
っ
て
い
く

に
つ
れ
て
難
し
い
情
勢
や
社
会
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。授
業
で
も
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ん
だ
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
改
め
て
考
え
て

み
る
と
、日
本
に
も
核
兵
器
の
危
機
が
迫
っ
て
き
て
お
り
、

過
去
に
起
こ
っ
た
大
き
な
戦
争
が
再
び
起
こ
る
可
能
性
も

あ
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。

　

ど
ん
な
理
由
で
あ
っ
て
も
武
力
で
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
私
は
思
う
。武
力
で
解
決
し

て
も
お
互
い
の
溝
は
埋
ま
ら
な
い
し
、再
び
同
じ
こ
と
の

繰
り
返
し
に
な
る
と
思
う
か
ら
だ
。そ
れ
は
友
達
同
士
の

喧
嘩
で
も
、国
同
士
の
争
い
で
も
ど
ち
ら
で
も
言
え
る
こ

と
だ
と
思
う
。武
力
を
使
う
と
、必
ず
犠
牲
が
出
る
。ま
た
、

誰
も
得
を
せ
ず
、い
い
こ
と
は
何
一
つ
な
い
。国
同
士
が
互

い
に
武
力
を
駆
使
し
て
争
う
と
、戦
争
に
も
発
展
す
る
。私

は
、武
力
で
強
引
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
戦
争
が

起
こ
る
原
因
の
一
つ
だ
と
考
え
た
。

　

そ
の
他
の
理
由
と
し
て
、核
兵
器
の
所
持
や
開
発
な
ど

も
挙
げ
ら
れ
る
と
私
は
思
う
。核
兵
器
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、戦
争
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
と
思
う
。核
兵
器
の
根
絶
が
全
て
の
国
で
達

成
で
き
れ
ば
、き
っ
と
戦
争
が
起
こ
る
リ
ス
ク
は
減
り
、紛

争
や
争
い
も
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。日
本
に
は
、す
で
に
そ

う
い
っ
た
法
律
が
あ
る
。日
本
の
よ
う
な
国
が
増
え
て
い

け
ば
、世
界
か
ら
核
兵
器
を
無
く
す
こ
と
に
ぐ
ん
と
近
づ

け
る
と
私
は
思
う
。

　

核
爆
弾
を
た
っ
た
１
発
落
と
し
た
だ
け
で
、街
は
廃
墟

と
な
っ
て
し
ま
う
。ヒ
ロ
シ
マ
や
ナ
ガ
サ
キ
の
よ
う
な
場

所
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、核
兵
器
は
無
く
す
べ
き
で

あ
る
。核
兵
器
根
絶
と
武
力
放
棄
が
平
和
へ
の
第
一
歩
だ

と
私
は
思
う
。

優
秀
賞　
「
平
和
へ
の
第
一
歩
」

相
原　

来
実
さ
ん（
山
都
中
３
年
）
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血
圧
は
体
の
状
態
を
知
る
上
で
、大

切
な
指
標
で
す
。血
圧
は
24
時
間
変
動

し
て
お
り
、１
日
中
常
に
一
定
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。時
間
帯
に

よ
っ
て
数
値
が
異
な
っ
た
り
、運
動
や

喫
煙
、ス
ト
レ
ス
な
ど
の
影
響
で
も
血

圧
は
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
身
の
血
圧
を
正
確
に
知
る
た
め
に

は
、毎
日
の
家
庭
で
の
血
圧
測
定
が
大

切
で
す
。

　

高
血
圧
に
は
、昼
の
血
圧
が
正
常
で

も
早
朝
や
夜
間
に
血
圧
が
高
く
な
る

「
仮
面
高
血
圧
」と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
血
圧
の
状
態
の
方
は
、睡
眠
中

や
、目
覚
め
る
前
後
に
血
圧
が
高
く
な

り
、日
中
は
正
常
な
血
圧
の
数
値
に
戻

り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、病
院
で
診
察
を
受

け
る
頃
に
は
血
圧
が
正
常
の
値
ま
で
下

が
っ
て
お
り
、高
血
圧
が
見
逃
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。本
当
は
、治
療
が
必
要

な
高
血
圧
の
状
態
で
も
、適
切
な
治
療

が
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

仮
面
高
血
圧
の
方
は
、脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
血
管
の
病
気
に
な
る
リ

ス
ク
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
血
圧
は
１
回
の
測
定
で
は

　
　

正
確
に
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

正
し
い
方
法
で
血
圧
を
測
り
、

　

健
康
管
理
に
役
立
て
よ
う
！

◆
自
分
の
血
圧
は
ど
れ
く
ら
い

　

な
の
か
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

1.00 0.95 

2.56 
2.36 

1.00 
1.13 

1.62 
1.85 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3
仮面高血圧・白衣高血圧の予後（大迫10年追跡研究より）

未治療 治療中

正常血圧 白衣高血圧※ 仮面高血圧 持続高血圧
※白衣高血圧：医師や看護師の白衣を見ると緊張して血圧が
　高くなる一過性の高血圧

毎日決まった時間・方法で血圧を測定しましょう！！
測
定
し
た
血
圧
を
毎
日
記
録
し
て
お
く
こ
と
で
、診
察
の
際
に
医
師
が
、

正
確
な
血
圧
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血
管
の
病
気
に
な
る
割
合

カフ（腕帯）は心臓と同じ
高さで測定する
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家
庭
で
使
用
で
き
る
血
圧
計
に
は
、

「
上
腕
測
定
タ
イ
プ
」「
上
腕
挿
入
タ
イ

プ
」「
手
首
測
定
タ
イ
プ
」な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

手
首
で
測
定
す
る
タ
イ
プ
は
、測
定

の
際
の
腕
の
位
置
や
、末
梢
の
血
管
の

状
態
に
よ
っ
て
、血
圧
の
値
に
差
が
出

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。正
確
で

簡
単
に
測
定
が
で
き
る
、上
腕
で
測
る

も
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３ 

ま
た
は
各
総
合
支
所

住
民
課　
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

　インフルエンザや風邪が流行する季節がやって
きます。ウイルスの侵入を防ぐには、のどや鼻など
の粘膜を強化し、粘液分泌を高めることが大事で
す。血行が良くなれば粘液の分泌も高まり、のどに
付着したウイルスを追い出してくれます。ねぎや生
姜などは、体を温め血行を良くしてくれる成分が含
まれています。 
　旬の野菜を上手に使い、しっかり食べ、体温を上
げて免疫力を高めましょう。

【作り方】  
①豚肉は食べやすい大きさに切ります。 小松菜は根を切
　って洗い、２㎝幅に切ります。 
②レンコン、人参はいちょう切り、里芋は食べやすい大き
　さに切り、だし汁で先に煮ておきます。 
③ ②に豚肉、生姜を加え、アクを取りながら煮込み、煮え
　たらみそをとき入れます。 
④切っておいた小松菜を加え、ひと煮立ちさせます。 
　器に盛り、小口切りにしておいた長ねぎをちらして出
　来上がり。

【材料（4人分）】     
　豚肉100g、小松菜150g、レンコン100g、人参60g、
　里芋80g、だし汁560cc、生姜すりおろし15g、
　長ねぎ10g、みそ28g

◆
家
庭
血
圧
計
の
選
び
方

問

　

食
事
の
摂
り
方
や
健
診
結
果
の
改

善
を
応
援
す
る
教
室
で
す
。

　

講
話
で
か
ら
だ
の
仕
組
み
に
つ
い

て
知
り
、バ
ラ
ン
ス
食
を
教
材
に
食
事

量
や
栄
養
素
の
特
性
を
学
び
ま
す
。

 

第
１
回　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
　
（
講
話
）、バ
ラ
ン
ス
食
試
食

　
　
　

①
12
月
11
日（
月
）

　
　
　

②
12
月
19
日（
火
）

 
第
２
回　
高
血
糖（
講
話
）、バ
ラ
ン
ス

　
　
　
　

食
試
食

　
　
　

①
12
月
25
日（
月
）

　
　
　

②
平
成
30
年
１
月
23
日（
火
）

 

第
３
回　
高
血
圧（
講
話
）、調
理
実
習
、

　
　
　
　

バ
ラ
ン
ス
食
試
食

　
　
　

①
平
成
30
年
１
月
18
日（
木
）

　
　
　

②
平
成
30
年
２
月
13
日（
火
）

 

第
４
回　
中
性
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
　
　
　
（
講
話
）、バ
ラ
ン
ス
食
試
食

　
　
　

①
平
成
30
年
２
月
２
日（
金
）

　
　
　

②
平
成
30
年
２
月
27
日（
火
）

※

①
は
保
健
セ
ン
タ
ー

　

②
は
山
都
保
健
セ
ン
タ
ー

 

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

 

参
加
費　
３
０
０
円（
材
料
代
）

 

申
込
期
限　
開
催
日
の
５
日
前

　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３ 

ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課　
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

み
ん
な
の
ご
は
ん
参
加
者
募
集

問



広報きたかた　2017. 12　⑭☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

　

第
４
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
た
喜
多
方
市

チ
ー
ム
は
、前
回
大
会
に
続
き
ベ
ス
ト

８
と
い
う
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

本
市
チ
ー
ム
は
、10
月
28
日
の
２
回

戦
か
ら
の
出
場
と
な
り
、初
戦
の
南
相

馬
市
、続
く
３
回
戦
の
三
春
町
と
の
試

合
を
勝
ち
上
が
り
、準
々
決
勝
を
迎
え

ま
し
た
。

　

準
々
決
勝
で
の
郡
山
市
と
の
試
合

は
、両
チ
ー
ム
投
手
の
好
投
に
よ
り
、打

線
が
つ
な
が
ら
ず
無
得
点
が
続
き
ま
し

た
が
、最
終
回
、郡
山
市
の
猛
攻
に
よ
り

１
点
を
奪
わ
れ
、サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
と
な

り
ま
し
た
。

　

大
会
は
雨
天
に
よ
り
、試
合
が
延
期

や
短
縮
と
な
り
、１
日
に
３
試
合
を
行

う
厳
し
い
戦
い
と
な
り
ま
し
た
が
、選

手
の
皆
さ
ん
は
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
り

戦
い
抜
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
大
会
で
の
更
な
る
飛
躍
を

期
待
し
ま
す
。

◆
試
合
結
果

〇
２
回
戦　
喜
多
方
市
８
ー
０
南
相
馬
市

〇
３
回
戦　
喜
多
方
市
６
ー
５
三
春
町

〇
準
々
決
勝　
喜
多
方
市
０
ー
１
郡
山
市

多
く
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
24
）５
３
１
９

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
は
、学
校
行

事
や
公
民
館
行
事
な
ど
で
、各
種

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

※

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
勝
負
に
こ
だ

わ
ら
ず
、楽
し
む
こ
と
に
重
点
を
置
い

た
ス
ポ
ー
ツ
で
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

◆
発
達
障
が
い
児
保
護
者
の
会
そ
ら
い

ろ「
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

◇
種
目　

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、ヒ
ッ
ト

だ
！
タ
ー
ゲ
ッ
ト

◆
塩
川
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
年
行
事（
１
学
年
、

２
学
年
）

問

〜
み
ん
な
の
笑
顔
の
た
め
に
〜

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
派
遣
事
業

タイトルイラスト 作:荒明香澄さん（高郷町出身）　扉の先に豊かでみずみずしい自然と明るい希望が広がっている様子を表現しています。

生 涯 学 習 だ よ り

狙いを澄まして！
～スポーツ吹き矢の様子（塩川中）～

第
４
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会　

ベ
ス
ト
８
に
輝
く
！
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◇
種
目　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、室
内
ペ
タ

ン
ク
、ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、ク
ロ
リ

テ
ィ
ー

◆
喜
多
方
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
会

「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

※

ス
ポ
ー
ツ
教
室
審
判
と
し
て
派
遣

◆
第
二
小
２
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
年
行
事

◇
種
目　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、ク
ロ
リ

テ
ィ
ー
、デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、ヒ
ッ
ト

だ
！
タ
ー
ゲ
ッ
ト

◆
松
山
町
子
ど
も
育
成
会
連
絡
協
議
会

「
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」

◇
種
目　

室
内
ペ
タ
ン
ク

◆
上
三
宮
小「
健
康
集
会
」

◇
種
目　

ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
、ク
ロ

リ
テ
ィ
ー

　

多
く
の
派
遣
依
頼
を
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
24
）５
３
１
９

生 涯 学 習 だ よ り

問
申

ストライク出るかな？
～ビーンボーリングの様子（上三宮小）～

◆対　　象　一般市民
◆活動場所　塩川保健福祉センター（平成29年度） 
◆活動日時　原則　毎月最終水曜日 
　　　　　　午前９時～正午 
◆会　　費　年間 3,000円（材料代を除く） 
◆連　絡　先　☎（27）2677 （代表　大堀）

　ティンクルクラブは、いろいろな
趣味を体験する団体です。月に１回
パン作りやパッチワーク、つるし飾
りなどの教室を企画・開催し、楽し
んで活動しています。また、塩川町の
文化祭に作品を出品して活動の成果
を発表しています。 
　現在、会員募集中です！わたした
ちと一緒に自分に合った生涯の趣味
を見つけませんか。

◆対 象 団 体　社会教育関係団体として市教育委員会の認定を受けた団体 
◆申し込み方法　団体紹介記入用紙 （市ホームページよりダウンロード可） に必要事項を記入し、生涯学
　　　　　　　　習課または各総合支所住民課まで提出してください。なお、市ホームページ専用申し込
　　　　　　　　みフォームからも提出できます。ご不明な点はお問い合わせください。

本コーナーへ掲載する団体を募集しています！

問 申 生涯学習課　生涯学習係　☎（24）5318

社 会 教 育 関 係 団 体 紹 介 コ ー ナ ー
テ ィ ン ク ル ク ラ ブ

文化祭に出品した作品

展示準備の様子


